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　目的　日本では公立，私立を問わずほとんどの中学校，高等学校で制服が採用されてい

る．制服採用の是非については従来から議論があったか，近年「子どもの権利条約」の批

准を契機に，子どもの人権を守るという立場からも再度問われ始めている．他方，従来一

般的に学校制服を採用していなかったアメリカでは，教育的効果を期待して，小，中学校

で採用され始めているという. そこで本研究で≫±，まず学校制服を着用してきた大学生か

制服に対してどのような意識を持っているかを明らかにすることを試みた．

　方法　1997年9～12月に広島及び東京の大学生，男子101名，女子419名を対象に，

学校制服に対する意識について40項目のアンケート調査を実施した．回収率は100 %で

ある．この資料に単純集計，クロス集計，因子分析を行い検討した．

　結果　①男女ともに約65 %の学生が「学校制服か好き」と回答している．R単純集計

結果では，男女がほぽ似た傾向を示すか，制服の教育的効果，精神的発達に与える影響，

手入れやファッション性に関する項目で多少の差異が見られた. R制服の好き嫌いと他の

項目とのクロス集計結果では，男子では着心地，精神的発達，格好良さなどに関する項目

でのみ有意なのに対して，女子ではほとんどの項目で有意となった. R因子分析からは制

服の教育的効果を表す因子，制服の弊害を表す因子などが抽出された．
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IGp－1 屋外活動における紫外線曝露量と皮膚色の関係

　　　○道江砂恵子　後藤綾子　飯塚幸子

　　　　　　　(実践女子大学)
　【目的】　日焼けによる皮膚色の変化に関する研究には、紫外線感受性やサンスクリー

ン剤塗布の有無による皮膚色の違い、あるいは日焼け後の皮膚色の回復を観察などがあ

る。本研究では、長時間屋外にて活動を行う者と主に室内にて行動する者において、紫

外線曝露量と皮膚色の変化の違いについて検討を行った。

　【実験方法】　実験は、1997年５月～９月に行った。被験者は、19～23歳の女子大学

生25名を対象とし、月に１～２回程度海岸にて活動する学生(○グループ)15名と屋外

にて長時間の活動は行わない学生(Ｉグループ)10名の２群に分類した。測定項目は、

紫外線強度、紫外線曝露量および皮膚色とした。皮膚色は前額、頬、手背、足背、肩、

背、胸の７部位を毎月１回測定した。紫外線曝露量の測定は、○グループは海岸での活

動時において、またＩグループは毎月の連続する３日間に行った。

　【結果】　実施期間における紫外線曝露量は、〇グループが500～900kJ/㎡/day、Iグ

ループは20～40y/m/dayであった。皮膚色に関しては、胸を基準とする部位別の変化

は、どの部位においてもIグループより○グループの変化量の方が大きく、この差は月

が進むにつれて広がる傾向を示した。特に彩度に関しては、すべての部位において有意

(pく0.05)な差が見られた。
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